
☆歯科衛生士院内研修・口腔機能低下症への対応。院内システム作りサポート☆

専属講師 小原由紀

口腔機能低下症への挑戦！コース・導入編～マンツーマン指導（定員6名）～

①「口腔機能低下症への基礎知識」
② 口腔機能の具体的な評価方法
③ 口腔機能管理計画の立案と実践

☆フォローアップメニュー（直接訪問 or WEB会議システム活用）
・患者指導媒体のサポート ・管理計画・実施の事後フォロー
・管理計画や指導案のひな型のサポート

（詳しくは裏面に）

◆ TomorrowLink(トゥモローリンク)人財育成サービス ◆
今日、歯科衛生士＆医療スタッフ育成の充足が歯科医院成長に影響があるということはご存知のことかと思います。
弊社は、キュア＆ケアを効率よく行える歯科衛生士に、システム面・スキル面ともにバランス良く成長させる支援を行うことで自立した歯科衛生士として
成長し、さらには医院経営の一役を担う「人財」となると考えております。様々な側面から環境作りをしてくれる医療スタッフも重要な存在です。
私たちは歯科衛生士のみならず医療スタッフ全員が、患者さんやそのご家族も含めた方々の健康と幸せのサポートをする喜びを感じられる院内環境作りや
「人財」育成を目指します。弊社では「明日に繋がるポイント」を常に提案いたします。皆様にお会いできるのを楽しみにしております！

株式会社TomorrowLink 代表取締役/歯科衛生士 濵田智恵子

◆お問い合わせ◆ 株式会社Tomorrow Link
E-MAIL： info@tomorrow-link
HP： https://www.tomorrow-link.com/ 

または上記QRコードより
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◆ TomorrowLink(トゥモローリンク)人財育成サービス ◆

◆お問い合わせ◆ 株式会社Tomorrow Link E-MAIL： info@tomorrow-link

HP：QRコード

このようなお悩み・ご要望にお応えできる研修をいたします！

●口腔機能低下症を一から学びたい！ ●口腔機能測定の器械はあるけど活用できていない ●SPTに組み込みたいけどシステムができていない
●どのように指導していけば良いかわからない ●口腔機能精密検査に時間がかかるのでは？と思い導入できない ●臨床での具体的な実施を教えてくれる人がいない
●「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」だけど、口腔機能低下症へのアプローチができていない

口腔機能への挑戦！コースご紹介 ～マンツーマン指導～

A：口腔機能低下症【臨床導入編】
① はじめての口腔機能低下症

② 口腔機能をどう診る？どう測る？

③ 口腔機能管理計画を立ててみよう

このコースを受講して習得できる知識
・口腔機能低下症の対応が必要な患者像・高齢者の加齢に伴う

変化の観察ポイント ・クリニックにおける口腔機能管理のフロー

デモと実習（ロールプレイ）を通して習得できるのは・・・
・口腔機能精密検査実施で押さえておくべきポイント
・効率的な口腔機能検査のためのヒント
・患者さんにとって分かりやすい説明のコツ
・検査結果から読み取れる情報

グループワークでの演習（ケーススタディ）を通して把握できること
・QOLと生活機能を考慮するポイント
・歯周病管理とう蝕管理との連携
・口腔機能の状態に応じた口腔機能向上訓練
・チェアサイドで実施できる食生活指導の具体例

研修費用：A,B,D,E：３時間 10万円～ C：2万円～（内容により異なります）
※すべての費用は 消費税・諸経費・交通費別途となります
※人数により時間をご提案致します。6名以上の場合はご相談ください。

B:口腔機能低下症【臨床指導編】

C：口腔機能低下症【WEBフォローアップ】
内容により費用が異なります。

・患者指導媒体のサポート ・管理計画・実施の事後フォロー
・管理計画や指導案のひな型のサポート

※マニュアル作成なども承ります（別途費用）
※研修ご受講希望の医院様へ何を揃えばいいのか？など初期投資のご相談もお受けし
ております。

【実践演習】事例で考える口腔機能管理計画（ケーススタディ）
・患者さんの行動変容のステージ別 口腔機能管理計画の立案
・アセスメント→計画立案→実践→評価のプロセスで、口腔機能管理

計画を立てよう！

D：【訪問診療口腔ケアコース】
・要介護高齢者への口腔衛生管理（口腔ケア）の基礎知識
・歯科衛生士が知っておくべき全身疾患と生活機能の評価方法
・口腔衛生管理（口腔ケア）と摂食嚥下リハビリテーション（実習付）

E：子どもの口腔機能への歯科診療室での気づきと対応
1. 診療室で気づく 子どもの口腔機能の見方 例）お口ぽかん 舌足らずな発話
2. 食べる機能も含めた口腔機能は、「学習」によって獲得している ～食べる機能の獲得のプロセス～

3． チェアサイドでできる口腔機能発達不全症への対応 ～口腔機能発達不全症とは？ 検査と診療の流れ～

4． 生活指導と機能訓練のポイント 食生活のアドバイス 運動訓練の具体例 舌癖への対応等


